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京都ふ§さとの集い連合会
車成2年度定時総会

湾20号冨・・・医書室E』ー~~

初の女性会長誕生

京
都
柏
山
る
さ
と
の
集
い
連
合
会

の
平
成
＝
年
度
定
時
総
会
は
、
六

月
六
日
午
後
、
京
都
市
上
京
区
の

京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
で
、
保

官
、
品
目
ら
約
百
三
十
人
が
掠
去

り
、
秋
川
出
入
金
の
小
祝
捷
代
手

会
長
を
初
の
マ
ド
ン
ナ
連
合
会
会

防
長
に
選
ぷ
な
ど
、
恒
夫
で
和
気
あ

圃
い
あ
い
の
う
ち
に
開
か
れ
ま
し

』
た
．
一
（
開
店
配
宿
三
、
q
J
J）

1
写
真

ι

は
総
会
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
平

成
二
年
度
の
新
役
員

－

こ
の
新
聞
は
、
県
人
会
の
一

い
動
室
骨
志
知
ら
せ
す
一
る
U
的…

で
、
京
都
に
あ
る
お
叫
入
金
…

に
加
入
し
て
い
益
型
」
ん
に
…

一

，
無
料
e

で
お
配

puて
い

…

一
ま
す
．
県
人
会
に
関
す
る
情

”

…
報
や
ご
意
見
、
ご
嬰
盟
は
「
ふ

一

戸
る
さ
と
連
」
事
務
局
へ
．

一…

炊
け
は
9
月
に
癌
げ
す
る

…

一…

予
定
で
す
．

町

内
M
L
E
e－
疑
者
一

・
京
都
府
知
事



(2) 軍政2年5・;25nと遺ニ ュース京都ふるさ第初場

坂よ束郡新聞社畏の音頭で乾杯、想親の輸を繰り広げる
平成2年度事業計画

事 業 ｜日時

定詩*3:・ ると鴨親会 16月
鴨川斗／l,・ ・勺炎ひろぼなどへの協力事業 18月ほか
役員会 ・代表者会語以ど会議や交流会 17月ほか
免A山｜向日者ボウリング大会（しょうざんボウル）11l月23日
会報「ふるさと速ニュースJの発行 ｜年4[EiJ 
｛京都新聞社へ制作安託〉

新しい既史に向か勺てAfろう府民運動や全国晴
樹祭（米イIユ4月、宇治市で〉、 ill.'.6<：住都目()(Ji['
1rr::定に向けての沼力活働
その他、府、市など行政機関との交流活動 未定

ふ る さと連 総会

六
回
目
安
癌
え
た
「
京
都
ふ
る

さ
と
の
鈍
い
連
作
会
」
の
平
成
．
一

年
度
定
時
総
会
は
、
六
月
六
日
午

後
五
時
か
『
つ
京
都
市
上
京
区
の
京

都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
、
平
店
氾
年
問
問
命
担
お
よ

び
収
支
決
算
、
時
二
年
度
郁
艶
計

両
お
よ
び
収
支
予
算
笑
を
描
湯
一

致
で
ポ
認
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

以
嬬
胞
で
は
が
令
官
駄
目
以
人

E・E・－ 圃圃畠

会
の
小
柳
提
代
支
良
を
適
任
、

旧
連

Axr｝
し
て
は
初
の
京
性
会

長
が
誕
生
し
ま
し
た
．

定
時
総
会
に
は
、
連
合
会
加
閣

の
一
二
十
六
県
人
会
の
一
器
お
よ
び

新
会
長
に
小
柳
美
代
子
氏

金額（円）

議機

会
費
費
費
料
費
質

実

経

経

作

o

d

s

h迎
作

作

z

f
了

一

人

入

幻

出

い

交

割

制

制

日

淵

一

一

ン

し

広

プ

号

ω守
口
F
J
号

羽
山
山
一
一
会
N
L
J
吟
局
、
｝

F
i｝

引

き

ケ

勺

ウ

h

－

H
U
R

年
〔
斜
一

A
Eハ
弘
間
ネ

3
3

2

一
一
考
ト
十
時
間
部
平
等
幸
寺

嶋

二

事

定

J
親
下
新
訴
事
会
会
会

費
資
質
費

資
資
質
賃
貸

務も品3臨結
郵
事
会
総

108.018 

平成元年度収支決算書
〔収入の部

町
一
側

額
一
閣

議；織

回

( 36県人会）

長盟問もゑ広三~k

事，

元年度会費

内
v
n
u
n
u

n
u
x
H
u
n’u
 

n
x
u
h
u
u
 

n
u
n
u
q
υ
 

n
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n
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n
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震 探需知器 2

3ニユ？品伊返済会
前期撤 越

3.798.583 

一一一一一一
言十合

【収入の部〕

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
京
都
府
や

各
府
県
閑
係
省
ら
約
百
一
一
一
十
人
が

刊
席
．
矢
尾
政
市
会
長
（
兵
凶
間
隔

人
会
長
）
が
開
A
訟
の
い
さ
つ
、
議

長
附
に
つ
い
た
あ
と
、
申
に
先

（棚）

沼地ぬぶ

車斗 fj 金額（円〉 料 u 金額（円）

貧時会員 1.~：郷 :3' 800.α）（） 
［，氏）（），α）（）

祭器開部議 i：郷：郷 800.α）（） 

靴
反J0.000

収 人 50.000 

前年度繰越金
！.α）（）.000 

14.626 
：渇o.αm

11~緩
124.626 

l記：綴
一収入合計 I 4.284.6お 支出会計 _l 4.284.626 

一一

平
成
2
年
度
収
支
予
算
書

立
っ
て
、
ふ
る
さ
と
連
制
限
い
ら

い
同
会
の
弼
躍
に
尽
力
し
、
こ
の

三
月
に
退
職
さ
れ
た
今
江
正
伍
前

京
都
府
自
民
相
談
串
主
百
に
感
謝

状
手
個
り
牢
ザ
レ
子
、

焼
事
で
は
、
元
年
度
耶
駕
・
決

算
に
つ
い
て
事
務
同
か
ら
報
告
、

会
計
監
立
の
内
良
転
勝
氏
（
山
口

以
人
会
）
が
監
任
新
民
を
報
告
、

拍
手
で
成
昭
．
つ
づ
い
て
二
年
度

事
業
計
画
と
同
予
算
実
に
つ
い
て

野
様
、
問
実
と
も
原
笑
通
り
荷
崩

一
致
で
保
択
さ
れ
ま
し
た
．

つ
い
豆
島
民
選
に
移
り
、
新

A
A台
民
に
小
明
美
代
子
氏
を
滋
ん
だ

ほ

か

各

貨

を

苦

υて
総
A
投

開
掃
し
手
・
J

た．

総
会
に
続
い
て
い
阿
ボ
テ
ル
で
聞

か
れ
た
懇
親
会
に
は
、
ふ
る
さ
と

速
願
附
で
あ
ゑ
義
額
一
京
都
府

知
取
、
田
辺
引
話
器
袋
、
坂

上
守
男
京
都
新
聞
は
位
民
の
三
氏

が
出
席
、
荒
巻
知
事
と
E
辺
市
長

が
そ
れ
ぞ
れ
今
作
四
月
の
知
窃
泌

と
昨
年
八
月
の
市
提
出
で
谷
県
人

会
か
ら
い
毒
事
中
得
た
こ
と
に
感
謝

の
辞
を
述
べ
、
坂
ト
荘
村
文
の
江
口
頭

苧
克
杯
、
会
は
柵
五
の
観
陸
、
交

流
を
蹴
器
拡
し
た
．

総
会
で
選
出
さ
れ
た
鉛
R
Hは
炊

の
一
り
で
す
（
敬
柿
路
）
．

門会
長
】小
柳
袈
代
子
（
秋
旧
）

【副
会
長
】山
崎
慎
槌
邦
（
宮
川
）

高
出
繁
一
元
（
富
山
）

【幹
事
】
浅
見
一
彦
（
大
分
）

鈴
木
一
（
組
取
山
）
武
部
R
H
m
（鳥

取
）
腔
辺
火
（
附
附
）

【会
計
段
査
函
藤
本
忠
雄
（
熊

本
）
増
山
聾
三
郎
（
滋
賀
）



新
会
長
が
ス
ピ
ー
チ

平成2年 G月25日

荒
巻
、
田
辺
、
坂
上
顧
問
ら
お
祝
い

と遺ニュース

ポ
成
二
年
度
の
ふ
る
苧
C
迎
会

長
以
初
の
火
性
ゐ
良
l
総
会
後
の

騨
初
会
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
小

刷
新
会
長
は
、
荒
谷
知
事
を
始
め
、

年
配
の
堂
々
た
る
射
性
の
来
費
、

会
員
に
取
り
聞
ま
れ
て
少
し
上
気

し
た
表
情
．

「
こ
れ
ま
で
私
田
県
人
会
の
活

動
の
た
め
、
府
庁
は
じ
め
い
ろ
い

ろ
担
附
に
診
与
広
レ
＃
示
、
い
ず

れ
を
児
て
も
立
派
な
間
性
ば
か

り
、
次
位
が
少
な
い
の
は
と
て
も

残
念
で
す
．
ふ
乏
を
塁
主
に

渇
ば
れ
た
こ
と
は
大
変
気
毎
日
な
こ

事
動
県
州

、…H
p
h
z

t

‘1J
U

、ー

A
恥
th－
K

京都ふるさ

来
賓
あ
い
さ
つ
の
荒
畿
知
事

－
Anu
－nuv
’II句
I

〆tb
〆炉、J
r
L
1
J
r
1
1

社
社
事
伸
長
田
が
J

選
J
札
会
制
祉

の
向
上
に
頁
服
し
た
人
た
ち
に
贈

っ
て
い
る
も
の
で
今
E
表
彰
さ
れ

吉
村
氏
に
京
都
新
聞
社
会
福
祉
功
労
賞

た
の
は
t
馬
民
う
何
人
．

吉
村
氏
は
、
昭
利
二
十
三
年
の

古
村
中
・
砺
木
県
人
会
長
は
、
児
紘
一
耐
祉
法
の
舟
行
を
受
け
て
平

山
完
の
W
師
お
症
向
上
に
取
り
組
柏
市
の
円
宅
に
陪
一
の
民
間
保
向

人
で
只
た
明
案
ん
な
ろ
皐
前
一
見
所
漏
世
、
今
日
訟
で
一
戸
セ

ド
・
度
『
摂
都
新
聞
社
会
禍
祉
坊
労
児
買
福
祉
、
幼
児
教
腎
に
取
り
組

世
」
多
受
賞
し
ま
し
た
ん
で
こ
ら
れ
手
ν品
、
『
子
ど
も

こ
の
貨
は
、
京
都
新
聞
社
ム
詰
は
純
粋
傾
垢
（
く
）
で

r能
は
煩

第20号

児
竜
福
祉
へ
の
功
た
た
え

<3) 

吉村半

栃木県人会長

矢
尾
会
長
か
ら
感
謝
状
多
重

け
歪
『
江
氏

と
と
賄
側
主
宰
か
、
逃
げ
出
し

た
い
主
円
託
気
持
も
・：
」
と
鼠
初

は
弱
芦
字
日
ツ
ピ
リ
・

そ
れ
で
も
気
花
山
り
目
し
て

、
で
わ
選
ば
れ
れ
～
以
上
は
、
ふ
る
さ

と
を
忠
つ
気
持
ち
は
建
ヤ
ん
と
同

じ
こ
の
会
の
活
動
に
努
力
す
る
と

同
時
に
。
婦
人
の
地
位
向
上
e
の
た

め
に
も
頑
張
れ
手
守
す
」
と
社
会
党

の
土
刈
杏
同
長
に
負
け
な
い
マ
ド

ン
ナ
振
り
も
比
せ
て
い
ま
し
た
．

窓
た
来
賓
あ
い
さ
つ
持
じ
た
荒

揖
知
窃
は
「
駅
仰
で
い
る
い
ろ
な

限
．
才
砲
を
出
し
、
伸
ば
し
て
や

る
の
が
大
人
の
買
任
」
が
持
論
で

す
．
現
住
は
社
会
情
祉
法
人
広
野

保
育
園
理
事
長
、
学
校
法
人
広
野

幼
稚
闘
理
事
民
。

民
彰
式
は
、
三
月
二
十
日
に
京

郡
新
聞
社
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
小

山
出
野
氏
。
一
科
会
白
）
制
作

の
ブ
ロ
ン
ズ
争
中
れ
あ
い
の
手
」

な
ど
が
附
ら
れ
ま
し
炉
、

ピ
ヲ
ネ
ス
易
手
掛
廿
て
業
績
を
あ
て
羽
労
出
影
、
感
謝
状
芥
受
け
た
ま
し
た
．

げ
て
こ
ら
れ
た
広
性
は
、
男
性
の
今
江
正
伍
氏
は
、
体
全
体
に
ざ
ぴ
同
位
貝
会
に
は
、
矢
尾
政
山
ふ

二
十
人
前
、
三
十
人
前
に
当
た
り
を
あ
『
つ
わ
し
て
感
謝
を
述
べ
る
と
委
主
一迎
会
長
（
兵
庫
県
人
A
ゑ
E

ま
さ
と
小
柳
雲
髪
持
ち
ょ
と
も
に
「
ふ
る
さ
と
速
を
い
っ
そ
長
）
忌
富
八
人
が
出
席
、
六
月

げ
た
あ
と
「
こ
の
四
月
の
知
事
場
う
発
展
さ
せ
、
京
郷
町
の
前
件
化
六
日
（
氷
）
に
平
成
二
年
度
定
時

診
で
は
、
県
人
会
の
笥
ヤ
ん
か
ら
に
買
献
し
て
い
た
だ
々
た
と
と
総
会
を
聞
く
こ
と
を
決
め
、
同
総

選
カ
な
蓄
を
い
た
だ
芸
し
さ
寸
か
に
も
と
読
府
庁
の
人
ら
会
に
縄
出
玄
翁
詑
先
誌
と
府
中

有
向
こ
ろ
内
年
問
、
私
も
京
都
し
い
締
め
く
く
り
で
し
た
．
現
報
告
、
新
年
率
鼻
・
装

計

活
性
化
の
た
め
瓜
弧
り
ま
す
．
ふ
活
発
な
意
見
を
交
換

削
躍
を
6
4
m
k
F紅
、

委
心
と
速
の
皆
苧
ん
・
夫
左
京
都
ふ
る
さ
と
適
期
末
役
員
会

こ
の
ほ
か
平
感
冗
年
度
は
、
昨

の
発
展
に
努
力
し
て
い
た
だ
芭
た
京

mふ
る
さ
と
の
つ
ど
い
連
合
年
八
月
に
吉
村
接
三
郎
滋
賀
県
人

い
」
と
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
当
選
御
会
の
期
末
役
員
会
は
、
五
月
八
日
会
会
長
が
亡
く
な
っ
た
の
を
始

礼
と
抱
負
手
話
し
て
い
ま
し
た
．
午
後
二
時
か
ら
中
京
区
の
京
都
新
め
、
か
な
り
の
位
口
の
方
々
が
物

ま
た
総
会
で
、
鵠
事
に
先
立
つ
聞
社
七
階
文
化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
飲
さ
れ
て
い
る
の
で
、
総
会
で
は

－
i
z－－
9j
J

そ
の
慰
盟
を
ど
う
す
る
か
、
京
都

【名
称
】
ぶ
会
の
筑
緑
は
聞
く
・
…
府
の
緑
伯
郡
蹴
や
京
都
市
の
坦
都

「
良
部
ふ
る
び
と
の
鈍
い
迎
幹
耶
は
各
プ
ロ
ッ
ク
（
北
…
千
二
百
年
収
銀
へ
の
取
り
組
み
、

一
合
会
」

附
称
「
南
京
都
ふ
る
む
栂
迫
・
興花、

1
1・
・

m何
…
県
人
会
〆
ン
パ
ー
の
お
む
リ
の
必

と
連
」
と
す
－
る
．
越
、
関
東
、
山
ふ
ん
－
F
回
、
…
裂
な
ど
：
・
総
会
に
か
け
吾
ナ
l
マ

【組
織
】
本
会
は
京
都
府
中
国
、
四
回
、
九
州
）
か
ら
一

の
た
た
皇
ピ
つ
い
ず
告
発
な
怠

内
で
活
動
中
の
各
県
県
人
会
名
を
岩
出
．
会
長
、
副
会
長
は

一
な
ど
で
組
織
す
る
。
静
幹
事
の
互
選
と
す
る
．
会
計

一
見
が
ゴ
さ
門
ま
U
た．

【目
的
】
本
会
は
、
京
都
監
査
は
総
会
で
送
出
す
る
。

に
あ
る
ふ
る
さ
と
の
集
い
の
役
員
の
任
期
は
一
年
と
す

相
瓦
交
流
と
親
睦
を
は
か
る
．

り
、
ふ
る
さ
と
の
集
い
の
発

【総
会
】本
会
の
総
会
は
、

待
作
－
M
開
制

する．

京
都
ふ
る
さ
と
連
の
会
則

鹿
、
お
よ
ぴ
組
純
化
に
寄
与

【会
計
】
ぶ
会
の
耕
貨
は

す
る
こ
と
易
月
附
と
す
る
．
会
費
、
寄
付
金
そ
の
他
を
も

【事
務
局
】
本
会
の
原
務
っ
て
充
て
る
＠
会
費
は
年
額

一
日
は
、
京
都
新
聞
社
事
業
局
二
万
円
．
会
計
年
度
は
毎
年

一
文
化
セ
ン
タ
ー
部
に
置
く
・
四
月
一
巳
か
ら
翌
年
三
月
三

【事
業
】
本
会
は
玄
雲
十
一
三
ま
で
と
す
る
．

－
支
流
会
、
会
報
の
括
句
、
そ

【付
則
】
会
川
に
定
め
る
日

他
必
艇
な
事
業
本
符
う
．
以
外
は
役
臼
舎
で
決
め
る
．
～

【役
塁

率
の
位
盟
会
則
の
搭
記
は
総
会
で
決

し
て
配
間
約
・
中
b
h
、
合
同
一
め
る
．

名
、
副
会
話
一
名
、
鮮
明
じ
合
段
昭
担
ハ
十
年
十
月

名
鼠
内
、
会
計
監
査
二
名
を
一
一
芋
B
か
急
務
す
る
．

新
会
長
が
6
人
も

れ
t
－品
R
は
、
各
県
人
会
の
側
与

期
か
ら
尽
力
さ
れ
て
雲
足
長
が

高
齢
な
ど
の
た
め
物
散
、
こ
れ
に

任
制
問
了
に
よ
る
交
円
台
あ
勺

て
、
昨
駄
な
り
こ
と
し
に
か
け
て

台
突
会
の
総
合
で
孜
々
と
析
し

い
会
長
が
往
来
れ
ま
し
た
．

説
任
さ
れ
た
会
長
手
元
か
ら
の

服
で
紹
少
し
ま
す
．

横
山
恒
犬
・北
穫
出
ク
ラ
ブ
会

長
マ
森
田
詔
一

・
国
自
制
島
県
人

会
点
師
会
会
長
マ
腹
辺
久
・
静
岡

県
人
会
合
民
マ
相
山
昭
一
吋
・
仲似

琵
胤
人
会
会
長
マ
点
回
肝
一

－
v川

知
胤
人
会
合

ukvm凱
夕
日
・
削・

縄
県
入
品
苔
長



セ
ぬ
室
置
の
春
季
総
会
と
し
い
一
時
電
ョ
に
￥
む
た
沖
縄
県
人
会
の
総
会
即
．
惜
μの
今
刊
悶
思
い
や
二
年
度
疹
朗
会
．

m
g草
度
の
予
算
毘

御
室
八
＋
八
カ
所
め
ぐ
り
宮
崎
県
人
会
の
総
会

4
月
均
日
午
後
3
時
事
評
吐
凹
や
事
負
第
を
承
服
し
た
や
事
務
町
ゆ
姦
邸
主
亡
た
．

、4月日
日
午
前
川
時

弘

4
a
E
午
後
6
時

＠

か
『
昌
一
京
区
の
料
亭
「
掃
の
ち
カ
ラ
オ
ケ
や
計
き
の
ア
ト
続
い
て
柔
英
一
会
長
（
衆
議

1
・
富
山
県
人
会
の
総
会
会
員
六
十
五
人
の
計
七
十
六
人
が

A
噌

か
ら
訂
京
区
の
「
仁
和
芝

命
異
か
ら
主
以
区
の
「
ホ
テ
ル
む
ら
」
で
会
員
四
十
人
が
ラ
ク
シ
ョ
ン
付
き
の
想
現
会
に
入
院
）
后
巻
禎
一
顧
問
（
京
都
府
知

日一

h

G
g
B
午
前
日
防
出
席
．

m弔
警
な
事
盛
り
仏

；

を
出
発
、
向
山
内
の
八
十

J

ニ
ュ
ー
冗
条
館
」
で
A
民
参
加
レ
て
総
会
を
開
会
．
昨
年
叩
泣
訴
し
た
．
ぎ
の
拘
週
祝
勝
義
ね
た
担
割

比一

川引

か
ら
ヤ
県
民
の
扇
情
」
ん
だ
ゐ
悶
の
A

級
品
目
し
集
や
明
八
カ
雲
あ
ぐ
り
E
午
削
仁
相
同
寸
縦
三
十
人
が
出
師
、
会
秋
に
防
組
問

μに
物
堅
』
担
保
持
除
服
夫
会
大
分
県
人
会
の
総
会
合
に
入
り
、
綱
同
地
問
の
た
る
の

配一

d
で
、
来
賀
会
員
ら
約
百
長
野
季
五
輪
の
イ
ベ
植
な
ど
を
決
に
帰
省
．
午
後
は
合
的
八
十
人
す
露
の
シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
グ
長
の
韓
仕
と
し
て
主
査
会
P

6

月
9
日
午
後
6
時
震
を
割
っ
て
震
い
な
乾
杯
、
飲

伴
一玄
十
人
が
出
席
し
て
開
堤
富
？
し
た
。
警
で
は
患
が
出
席
し
て
雲
・
続
い
て
名

5
1プの
住
や
来
年
二
月
の
女
代
行
を
雲
長
に
選
蓄
し
た
・

。

カ
主
京
区
の
「
ニ
ュ
l
む
ほ
ど
に
酔
う
ほ
ど
に
盛
大
に
な

唯
一
全
島
国
任
や
新
年
度
事
境
計
画
な
「
故
郷
」
多
ほ
じ
め
、
カ
ラ
オ
ケ
会
長
松
村
祐
位
同
寺
門
跡
の
法
話
子
駅
伝
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
話
輯
親
会
で
は
南
の
ふ
る
さ
と
の
想
一
県
ぷ
ホ
テ
ル
」
で
芳
山
穴
る
懇
親
会
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
．

2

一
ど
意
艇
事
足
踏
答
後
は
、
や
ダ
ン
ス
霊
持
に
容
易
ま
レ
寺
っ
か
が
い
、
花
見
掛
般
会
に
挺
さ
い
荻
し
た
．
い
出
の

F
Uに
興
じ
手
uh－
－
可
分
罰
知
事
実
質
》
益
ね
百
人
会
事
石
川
県
人
会
の
総
会

五
民
有
…
芯
の
越
中
オ
ハ
ラ
閉
泊
巾
た
．

1
3
11
j

i
－－、

l

a

－

－

－－・

：i
・e

・－

ι

が
県
ま
り
問
金
容
器
で
は

α
’『

6
日
3
臼
午
前
日
間

一
号
路
僻
さ
れ
る
な
ど
に
ぎ
や
福
義
人
会
の
定
窓
会
ふ
る
さ
と
の
に
お
い
草
み
育
て
て
主
各
地
の
城
郡
上
置
の
「
京
都
ブ
ラ
イ
ト
器
供
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ォ
l
ク

留

か
ら
下
京
区
空
白
風
在

え

一
弘
警
に
移
り
ま
し
た
．

b
4月3
日
午
後
6
時

…

会

場

い

っ

ぱ

い

事

つ

誠

司

保

持

取

島

民

認

可

欠

シ

ヨ

ン

に

会

議

Eし
た

Eで
会
員
約
六
十
人
が
出

三
6
月
間
日
午
前
9
時
か
ら
午

市
置
か

ら

中

震

の

『

－

一

ュ

l

岡

山

県

人

会

の

総

会

席

、

役

員

の

全

員

再

起

を

快

め

、

一

au司

高
島
層
I
P位
協
に
は
、
静
ま
で
二
十
九
都
市
型
口
結
に
銀
総
会
で
は
会
民
に
由
児
一
彦

一
一
管
室
で
上
庶
民
民
盟
主

｛

松

風

閣

』

語

、

吉

正

fgrの
に

お

い

容

を

九

大

安

奈

川

、

mg一
Y
6
B正
午
か
ら
震
一
一
年
度
の
台
福
五
百
部

ュ
一

T
Z議で
、
富
山
県
の
ら
七
六
余
出
川
智
口

2
…

g：
る

一

冗

月

十

七

日

か

な

ご

や

か

に

懇

親

会

長

代

援

を

章

一

建

国

産

の

「

語

穴

毒

害

す

る

な

5て
総
会
議

二

一
山
然
一
体
質
村
・
利
賀
村
上
一
憾
の
貝
留
任
や
新
年
摩
市
鼻
察
、
事
盟
主
一
十
・
百
ま
で
六
日
問
、
『
出
、
副
会
長
室
一
人
か
ら
‘
天

、

県
政
」
に
会
員
七
十
八
人

r・
に
ぎ
や
か
な
間
一
親
会
に
入
り

μ
一
「
ふ
き
と
物
産
展
」
が
開
か
れ
、
計
画
な
ど
を
承
認
し
た
の
ち
裂
し
…
例
の
「
主
回
全
国
小
京
都
観
九
州
各
県
人
会
連
絡
協
に
重
す
る
こ
と
な
ど
柔
め
…
が
出
席
．
地
元
の
社
中
九
人
が
奉
ま
し
た
．

週

一
震
の
血
管
や
栃
も
ち
つ
き
の
い
ふ
き
と
の
霊
長
に
鯉
親
一
光
と
名
産
」
が
聞
か
れ
ま
し
九
州
立
人
会
連
襲
A

ま
し
た
・

w

納
ず
る
郷
土
義
「
備
中
神
楽
」
秋
田
安
会
の
創
立
5
周
年
記

と

一
番
、
福
山
語
、
山
否
、
会
員
向

E市
三

（

語

、

益

、

長

崎

壁

、

完

勝

説

会

（

九

州

人

の

拠

品

文

指

定

l
重

賞

、

絵

巻

議

会

ま

雲

E
雲

義

一

…

芸

品

、

心

に

貴

文

化

を

奈

何

時

宿

話

、

押

細

い

）

に

は

約

百

人

が

範

子

，

t

さ

一

長

考

さ

主

主

の

食

品

季

婦

人

会

の

弘

会

…
と

υ人
れ
、
こ
れ
に
党
の

7
2究
会
型
）
は
、
豆
月
四
普
の
飛
び
交
う
に
立
は
佐

2届
任

、

富

在

住

寝

室

る

一
面
、
議
ま
れ
た
く
さ
ん
の
は
物

【

A
1日
午
前
日
時
イ
デ
ア
や
霊
品
を
去
に
額
二
土
ハ
日
午
後
五
時
す
か
ら
京
か
な
慰
雲
に
な
芸
し
た
・
一

u出
身
者
の
新
入
金
ぴ
か

除

6
自己
E
午
か
ら

こ
各
で
に
々
あ
い
ま
し
た
．

企
’

況
か
ら
北
区
の
平
野
符
社
－
－
－
t
i
z－－－－－－－：・：・：・・
i
l
i
－
－
－
－
－・：：・

2

・

O

i
－
－－：・：・
l
i－－i
；：
：！

一
け
な
ど
を
決
め
た
の
ち
昼
食
懇
親

、
凶
上
京
区
の
「
京
都
プ
ラ
イ

ヒ

舞

鶴

新

潟

県

人

会

の

相

周

で

倉

μ十
人
が
容
加
し
熊
本
県
人
会
の
総
会
の
三
市
を
勧
開
示
の
し
元
れ
佳
品
語
震
踏
の
石
理
由
万
一
心
t

会

に

入

誌

と

た

．

、

ト

ン

ホ

テ

ル

」

に

番

、

司

一
年
配
念
総
会
と
祝
賀
会
て
閉
会
．
今
年
は
似
の
開
花
が
早

h
F

5
白
川
百
午
的
日
時
を
符
閥
、
配
念
拙
相
乞
Fυ
た
．
の
拓
本
が
鮒
介
さ
れ
抹
レ
た
．
山
形
県
人
会
の
花
見
会
信
ト
ヒ
ワ
約
門
人
が
町
制
．
小
柳
民

京

「

円

以

ぜ

午

前

川

川

く

、

思

考

一

通

ど

早

目

喧

か
争
震
の
ア
パ
ン
チ

4月1
日
八
幡
・
結
・
字
蓄
黒
谷
旧
会
連
謀
者
の

E
4任
官
午
前
川
崎
袋
員
人
喜
怒
先
の
ふ
る

一
W

M
か
ら
鰐
鶴
市
の
福
祉
会
に
繰
り
上
げ
て
開
い
た
の
が
グ
ツ

』

イ
8
陪
「
マ
リ
ア

1
2」
治
・
乙
訓
の
支
部
会
約
五
十
法
要
会

開
固

た
ら
買
山
区
の
円
山
公
園
さ
と
迎
総
会
で
ゐ
長
に
漏
出
さ
れ

一

1
館
」
で
A
自
ら
約
六
十
人
ド
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
っ
て
、
満
開
で
来
賓
、
会
貝
ら
約
八
十
人
が
出
人
が
午
前
日
時
半
か
ら
八
幡
市
の

6
月
山
日
午
後
i
時

E
E
に
会
員
二
十
数
人
が
興
合
た
こ
と
芥
語
口
．
県
人
会
の
強
化
、

弓
一
首
席
、
同
県
人
会
話
県
の
花
の
ド
で
に
事
か
議
会
席
創
立
五
周
年
記
念
護
主
語
水
八
幡
日
エ
ジ
ソ
ン

Z
今

か
ら
正
沢
氏
側
熊
谷
恒
例
の
花
去
を
開
室
し
た
・
震
に
尽
力
し
寝
室
開

竺

を

視

い

ま

し

た

な

り

ま

し

た

．

樹

海

肋

の

展

開

ιど
平
成
三
叩
度
前
に
器
り
、
ま
っ
盛
り
の
花
見
山
内
の
四
位
底
部
息
地
し
だ
れ
桜
は
時
期
者
畑
ぎ
て
い
ま
駄
同
県
人
A
諭
谷
会
会
長
、
佐
藤

鍔
一
野
正
問
制
鶴
市
長
ら
来
賓
わ
広
島
県
人
会
容
の
総
会
裏
計
画
宮
培

an民
意

思

し

事

U
み出品し凡
1

で
、
京
市
雲
雲
や
補
最
ゆ
か
し
た
が
、
八
臣
桜
が

μご
ろ
で
、
値
呑
一
取
県
人
会
会
長
、
大
江
鐙

出
席
、
警
～
け
な
わ
に
な
る
と
ふ
’

4
月
日
日
午
後
6
時
ま
し
た
．
山
口
県
人
会
の
春
季
総
会
り
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
維
新
の
午
後
2
時
ご
ろ
ま
で
花
見
と
お
弁
次
郎
秋
田
県
人
会
員
、
働
界
励
京

る
さ
と
の
正
制
在
標
。
け
さ
」

’

K
カ
ら
右
京
区
の
「
仁
塑
寸
」
総
会
後
の
惇
親
会
で
は
、
馬
刺

6
月
9
日
午
後
6
時
戦
い
で
京
黙
の
地
に
散
っ
た
会
開
門
を
楽
し
ん
で
喚
躍
し
ま
し
た
．
都
新
聞
社
制
策
蓑
程
詫
（
前
京
都

の
蹴
り
や
献
が
き
出
す
な
ど
紫

‘

E
Bきの
し
な
長
の
撃
に
で
｝
ん
傾

令

か
ら
中
京
区
の
料
亭
重
量

Z
R
S料
情
岡
県
人
会
総
会
と
き
新
聞
花
セ
ン
タ
ー

8
の
伺
氏

し
い
一

J
語
J
し
手
レ
九
来
置
な
ど
一
一
十
七
人
が
出
附
し
て
け
な
が
匂
句
匂
窓
口
の
お
て
も
「
が
告
と
で
来
賓
合
嬰
保
事
レ
ま
し
た
．
袋
、
事
顧
問
の
当
選
祝
勝
会
に
簡
状
高
記
．
飼
い
て
秋
田

長
野
県
人
会
の
春
季
総
会
間
金
折
リ
か
ら
、
今
多
極
り
の
や
ん
」
を
創
世
す
る
な
ど
な
ご
や
約
一
号
人
が
出
向
役
員
の
今
一
位
和
歌
山
県
人
会
総
会
と
惣
親
会

h

4
月
却
臼
午
後
6
時
保
か
ら
県
人
会
の
発
原
と
保
の
物

4
同
］
汚
一
午
前
日
時
震
を
観
貸
し
な
が
ら
ふ
る
さ
と
か
な
懇
安
定
λ
芸
し
た
．
留
伝
、
規
約
の
一
部
改
正
（
会
計
期

6
月
刊
日
正
午
か
ら

畠
関
半
か
ら
下
京
区
の
「
京
都
産
・
観
光
の
立
に
尽
万
し
た
功

＠

か
ら
告
の
「

5
8
Z心に
繋
楚
絞
め
ま

3
月
8
目

白

昼

り

は

警

察

ら

年

度

に

奪

三

。

上
京
区
の
「
主
義
」

C
4
セ
ン
チ
ュ
リ
l
ホ
テ
ル
」
領
主
た
え
て
小
室
長

’
会
館
」
で
祭
賞
十
一
人
、

k
～

．

熊

本

県

内

の

到

池

、

山

山

、

産

戸

芸

快

め

、

主

設

市

に

あ

る

毛

で

会

員

約

六

十

人

が

出

で
A
白
約
百
合
意
し
て
総
会
状
が
開
・
り
れ
字
転
～
．

(4) 

団

w
ム
会
沼
会
場
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館
、
台
数
民
芸
銃
、
大
正
時
代

に
建
て
ら
れ
、
旧
品
目
敷
町
役
湯

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
洋
風
建
築

の
倉
敷
館
、
申
同
銀
行
倉
敷
窓
町

支
店
、
そ
れ
に
一
九
三
O
年
に
倉

敷
紡
績
会
社
の
社
長
た
っ
た
大
原

(6) ljt成 2&J!6月25日

岡
山
県
へ
行
っ
た
a
余
必
ず
め
削

れ
る
の
は
、

a本
三
名
園
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
る
後
楽
園
と
岡
山

域
、
そ
れ
に
合
敷
市
の
古
い
町
並

み
、
ん
き
れ
て
来
た
．
最
近
は
、

こ
れ
に
鷲
羽
山
か
ら
見
る
瀬
戸
大

橋
が
加
わ
っ
た
．

合
敷
市
ば
、
江
円
時
代
に
刑
府

円
相
の
安
積
地
で
あ
っ
た
た
め
、

物
資
の
興
敵
地
と
し
ず
長
え
た
．

司
食
敷
」
の
拙
名
は
、
向
Mm，敷が

た
く
さ
ん
建
っ
て
い
た
、
こ
と
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
、
と
い
う
．
そ

の
中
心
の
倉
敷
川
一
帯
は
、
当
時

の
面
影
圭
伝
え
、
，
文
他
斤
か
ら
伝

統
的
樫
掲
群
保
＃
地
区
に
担
比

さ
れ
て
い
る
．

J
R
n撤
駅
か
ら
買
っ
直
ぐ
に

歩
く
と
、
ほ
M
尽
く
合
敵
川
に
．

1
川
の
間
測
に
は
京
毎
さ
、
口
問
、

助
一
な
ま
こ
壁
、
「
台
敷
栴
乎
」
と
呼

互
ば
れ
る
一
階
の
格
子
戸
、
「
裏

一
窓
」
と
い
う
二
階
の
格
子
窓
の
倉
、

一
民
家
が
建
弘
歪
ん
で
い
る
．
川
に

一
は
石
造
り
の
太
接
構
な
ど
の
古
い

一
石
栂
も
架
り
勺
れ
、
官
室
語
い
た

一
雰
囲
制
措
九
．

一
三
百
年
堂
義
真
上
京
、

一
拍
民
文
化
財
の
大
梶
山
隊
と
大
限

一
家
、
米
《
ま
史
料
レ
た
品
目
敷
考
古

京都ふるさと遺ニュース

江戸の素顔伝える倉敷
鷲羽から見る瀬戸大橋も秀逸 (15) 

田
和
新
岡
崎

灯
戸
時
代
の
占
禁
顔
は
、
こ
こ
だ

け
で
は
な
い
．
自
慢
適
か
う
路
地

李
入
っ
た
ぶ
町
、
爽
町
に
も
百
い

夜
説
み
が
い
明
い
て
い
た
．
歩
く
人

々
の
ぷ
耐
も
、
ど
こ
か
ゆ
っ
た
り

と
し
て
い
る
．
白
々
の
科
ら
し
の

剖
い
と
と
も
に
、
長
い
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
e

瀬
戸
大
橋
の
開
通
以
来
、
一
段

と
畠
肋
に
な
っ
た
の
は
鷲
羽
山
．

瀬
戸
守
請
は
T

お
い
（
岡
山
県
倉
敷

市
）
と
四
国
（
苔
川
県
坂
出
市
）

『
恥
必

孫
三
郎
の
設
立
し
た
大
原
美
術

館
、
江

Fn府
の
代
打
所
跡
に
建

て
ら
れ
た
倉
筋
の
赤
レ
ン
ガ
の
工

組
事
そ
の
ま
ま
糾
問
し
た
台
数
ア

イ
ピ
ー
ス
ク
エ
ア
・
ア
イ
ピ
l
学

前
は
ど
も
、
こ
の
付
近
に
点
伍
し

て
い
る
．

を
結
ぷ
延
長
十
二

・
三
♂
の
世
界

愚
長
子
爵
y
d埠
路
と
魅
迫
の
併
用

構
で
、
開
通
は
、
一
九
八
八
年
四

月
1純
羽
山
へ
は
J
R
n敷
駅
か
ら

パ
ス
で
内
十
五
分
の
J
R
m
m関
駅

ま
で
出
て
、
こ
こ
か
ら
下
出
井
電

村
上

岡山県の新名所になった瀬戸大縫

鉄
に
焚
り
換
え
、
鷲
羽
山
駅
ま
で

十
一
分
．
下
時
伸
弁
鉄
道
は
、
日
本

で
も
数
少
な
く
な
っ
た
ナ
ロ
l
ゲ

ー
ジ
の
鍛
造
で
、
明
聞
は
、
わ
ず

か
じ
土
ハ
・
ニ
f
．
車
体
に
観
光

客
の
胤
い
山
の
が
居
内
最
初
か
れ

た
ま
也
会
～
．

標
高
百
三
十
コ
7
玄
討
の
世
鴨
川
明

山
は
、
こ
れ
ま
で
か
A
頑
戸
内
海

宮
指
の
展
望
地
、
と
さ
れ
、
田
上

を
「
錦
秀
峰
」
ル
話
名
し
た
明
治

時
代
の
文
字
徳
詰
髭
は
『
内

海
の
秀
麗
こ
こ
に
集
ま
る
」
と
絶

貸
し
子
、
そ
こ
に

μ島
本
初
虫
ω
に
し
て
作

－
ド
れ
た
眠

μ大
橋
．
前
回
大
幅
の

ぷ
形
興
は
、
眼
下
に
点
々
と
広
が

る
烏
々
の
震
観
に
さ
ら
に
経
大
英

を
加
、
え
た
．

瀬
戸
大
橋
の
起
点
で
あ
る
驚
羽

山
ト
ン
ネ
ル
の
下
の
海
岸
に
「
も

ろ
と
も
に
み
し
抵
の
人
は

披
の
上
に
前
野
〔
戸
か
ぷ
月
ぞ

悲
し
き
」
と
欧
っ
た
平
行
盛
の

取
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
・
行

盛
は
、
本
消
時
の
係
で
、
均
水

＝
一
年
（
二
八
四
）
、
臨
戸
梅
門
献

で
棋
り
広
げ
ら
れ
た
「
源
平
藤
戸

合
戦
」
で
源
範
頼
に
誠
ほ
さ
れ

た
取
僻
の
刊
誌
上
に
は
瀬
戸
穴
構
．

「
優
れ
た
歌
人
の
あ
な
た
な
ら
、

ど
ん
な
献
を
蝕
む
？
」
と
、
浄

土
の
行
時
に
聞
き
た
い
気
が
し

た．
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京
の
石
造
美
術
め
ぐ
り

日
・
日
劃
・
司
伺
汁
バ
川
刈
バ
凋
幽
わ
が
国
且
早
大
の
宇
治

s
s－
＝
＝
賓
宅
、
衰
の

圃
国
R
t

h
L
通一
3
2｛
厳
島
神
社
・
斗

2
4
2

圃
圃
R
r
b
－

i
r
y舷
強

叫
江
守
化
野
念
仏
寺
石
仏
な
ど
、
か
〈
れ
た

E

－－－E

・hE
・喧3・
ぬ
こ
史
を
舘
る
石
造
物
問
碁
の
鑑
賞
湾
指
と
臼
間
的

円
割

M
m割
刷
唱
咽
岨
凹

－－

14ha』
り
し
れ
九
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
わ
か
り

Ayf〈
紹
介

同
糟
削
回
収
－

w
d丹
民
凶
且
阿
品
開
い
品
し
人
史
跡
ガ
イ
ト
フ
ヲ
ク
．

竹
村
償
問
am
m

加
登
．
信
織
畠
W

1
、5
5
0問

こ
れ
人
生
こ
れ
説
法

崎、2
3
u諸
島
対
立

団
園
ι

今
之
一
境
に
勝
つ
知
恵
モ
淡
々
と

aる
「
今
日
H

説
法
』

4

」
a

i
－－

一
世
四
銘
と
、
近
代
史
に
名
を
調
子
著
名
な
霊

童
メ

一芸人
2
5と
言

語

主

介

し

た

‘

民
に
F
I
l
l
L
「
近
代
史
の
人
々
』
を
一
串
に
忽

n
．

ー、
2
5
0円

花
月
大
M
楓
値
軍

もっと知りたい京都です

京
郡
年
鑑
W
7、2
1
0円

圃
職
員
・
団
体
等
名
簿
、

一
万
件
以
上
、

約
五
万
人
を
収
録
a

知
名
士
五
一

0
0

人
、
金
集
三
五

O
O社
を
別
＠

τ綬
鰐
・

滋
賀
年
鑑
別
6
、1
8
0内

一
也
代
一
一
質
茸
－
F

－
L
F

大
正
昭
和
｝

世間制岨”
・
知
名
士
豆
大
図

O
入
、
企
県

＝0
0
0社
告
別
艶
て

R
n
．

疏
水
麗
生

白
ヰ
附
の
開
店
U
園
湖
国
民
広
間
削
の
E
E
労
H
M

や
か
〈
れ
允
念
路
を
給
と
文
て
Mm餓

2
、0
6
0内

能
百
醤
を
歩
く

臼
本
番
地
し
園
理
る
配
こ
ゆ
力
り
の
史
郎

旧
跡
を
訪
ね
た
、
能
の
d
る
さ
と
紀
行

2
、0
6
0円

京
都
の
野
鵬
図
鑑

京
都
府
内
て
生
－
n
庁
記
”
さ
れ
て
い
る

野
鳴
＝
百
四
帽
を
才
l
ル
カ
ラ
l
τ
収
録

2
、5
7
5円

新
・
都
の
魁

車
の

E巾
rr町
並
み
や
同
叫
し
い
町
並
み

白
山
泊
織
の
現
況
を
ピ
ク

3
7
ル
伝
紹
介

2
、0
6
0内



合
問
中
い
す
駅
一
位
脱
突
合
mw
円
買
」
↑
説
明
か
ス
タ
ー
ト
前
の
第
山
口
一
雫
ッ
プ
、
粘
る
．
入
阪
八
は
、
く
と
い
抑
制
力
は
令
嗣
の
人
々

は
去
る
二
月
二
十
五
日
京
都
市
西
一
走
者
を
一
人
ひ
と
り
車
防
さ
れ
競
誌
で
ム
フ
ッ
ク
に
戻
っ
て
ゴ
l

に
感
動
と
勇
気
を
い
サ
え
て
く
れ
ま

古
省
陸
上
競
技
場
を
発
着
点
に
、

た
あ
と
、
間
十
時
半
に
号
砲
、
ス

ル
寸
前
で
山
日
本
漏
ら
え
、
逆
転
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
．

B
辺
朋
之

鮫
制
適
応
丸
で
折
泣
泌
す
7
区
間
タ
l
ト
し
ま
し
た
．

V
の
テ
l
プ
を
切
り
涼
し
た
．
京
都
市
長
も
選
手
の
力
走
を
た
た

巴

剖
－
Q
M
t
Sコ
ー
ス
に
今
国
車
は
、
益
金
神
間
予
盟
弐
で
は
、
豪
雪
大
会
え
、
大
命
潔
告
の
労
を
ね
ぎ
ら

哩

十
八
語
府
県
か
ら
こ
主
一
チ
l

酔
レ
く
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を
つ
い
、

1
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で
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長
が
「
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走
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し
た
．

一一

ム
が
彩
加
し
て
開
か
れ
ま
し
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、
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・
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車
に
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約
一
言
九
千
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選
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全
チ
チ
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、
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j
l
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づ
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摘
す
グ
ル
ー
プ
「
M

レ
タ
ス
ジ
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ム
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．

、
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戸
一
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一
貫
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県
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タ
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に
仕
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の
会
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が
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出
雲

間
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会
の
矢
屋
市
会
長
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酌
ふ
る
さ

【長
野
県
】
川
上
村
の
長
野
川
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努
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古
く
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わ
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室

A
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踊
組
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五
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五
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れ
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ま
っ
た
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司
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．
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．
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猷
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．
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催
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．
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．
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．
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、
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薄
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テ
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静
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司
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芝
京
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軍
人
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わ
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っ
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、
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仲
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．
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荷
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叫
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．
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岡
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．
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た
．
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導
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踊
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ド
．
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と
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平成2年6月25日と遺ニュース京都ふるさ第罰事予(7) 
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全国車いす駅伝

ふるさとの選手たちを励ます県人会ののぼり
u苛fi｛極路上競筏点〉
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